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は じ め に 

 

 

 

この年報は、瀬戸市消防本部における消防力の現状と、令和５年４

月１日現在における各種統計を、今後の消防行政の効率的な運営と消

防力の強化に資するとともに、消防事情を一般に紹介することを目的

に収録いたしました。 

消防・防災関係機関の皆様はもとより、広くあらゆる方面でご活用

いただき、消防行政により一層のご理解とご協力をいただければ幸い

に存じます。 

 

 

令和５年７月 

 

 瀬戸市消防本部  

 



昭和　４年 市 制 施 行 28.01 31,276 6,916

昭和２６年 水野村合併 50.67 54,779 11,670

昭和３０年 幡山村合併 71.36 64,681 13,588

昭和３４年 品野町合併 110.34 79,449 16,636

令和　５年 ４月１日現在 111.40 127,882 57,920

市　　　　勢　　　　概　　　　要

面　積（㎢） 人　　口（人） 世　　帯変　　遷

名古屋市

瀬戸市

瀬戸市は、名古屋市の北東約２０㎞に位置し、周囲を標高１００～３００ｍの小高い

山々に囲まれ、気候も温暖なまちで、「せともの（瀬戸物）」という言葉が、やきもの

の代名詞として広く知られています。

良質で豊富な陶土に恵まれたこの地で、先人たちは新しい技術や文化を柔軟に取り入

れ、「せともののまち」を発展させてきました。

長年受け継がれてきたやきものづくりの卓越した技は、多種多様なやきものづくりに

繋がり、陶器と磁器が共存する稀有な産地であるだけでなく、ノベルティ（置物・装飾

品）、ファインセラミックスなどが生産され、今も新しいものづくりが続けられていま

す。

項目
年別



一 目 統 計 

令和５年４月１日現在 

面積・人口等 

自 然 環 境 

面積 人口 世帯 気象(R4 年中) P51 
    

111.40 ㎢ 127,882 人 57,920 世帯 
年間平均気温 16.2℃ 
年間平均湿度 67.7 % 
年間降水量 1,482 ㎜ 

 

消 防 予 算 

構 成 人 員 

消防予算 P1 施設数 P5 職員数 P6 団員数 P7 
    

14 億 4,139 万 0 千円 

市民 1人当たり 11,271 円 

消防本部  
消 防 署  

   分  署  2 

139 人 

（内女性 2人） 

241 人 

（内女性分団員 22 名） 

 

消 防 車 両 

水 利 

ポンプ車等 P5 特殊車両等 P5 救急車 P5 水利 P16 
    

水槽付きポンプ車 3台 

     ポンプ車 4台 
はしご車等 14台 高規格救急車 5台 

消火栓   2,950 基 
防火水槽等 569 基 
(その他の水利を含む) 

 

災 害 件 数 

（令和４年中） 

火災 P29 主な火災原因 P30 救急 P38･44 救助 P46･47 
 

 
 

  

23 件 

出火率 1.8 件／万人 

放火・放火の疑い 2件 
たばこ      2 件 

出動件数   6,216件 
 （17.0 件/日） 

搬送人員  5,741人 
現場到着時間 7.4 分 

出動件数 92 件 

救助人員 50 人 

 

予    防 

消防関係団体 

防火対象物 P17 危険物施設 P20 査察実施率 P22 消防関係団体 P24-27 

    
瀬戸防火防災協会連合会 

20 連区 
危険物安全協会 

291 会員 
自衛消防連絡協議会 

    18 隊  

自警団     
5 団 

 

女性（婦人）防火クラブ 
7 クラブ 

少年消防クラブ 

25 クラブ 
防災会      
        2会 

4,297 件 

製造所    3 件 

貯蔵所  197 件 

取扱所   97 件 

16.8％ 
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令和４年度のトピックス 
 

１ インスタグラム始めました！ 

瀬戸市消防本部の魅力発信のため、令和４年

からインスタグラムを始めました。 

各訓練の様子、職員の紹介、イベント情報な

ど瀬戸市消防本部の「あれこれ」を投稿してい

ますので、ぜひ QRコードを読み込んでみて下

さい。 

２ 深川連区が１,０００日無火災達成 

深川連区が令和４年度中に１,０００日間無

火災を達成し、市長から特別感謝状が贈呈され

ました。 

３ 防火防災アカデミー開催 

 火を取り扱う機会が少なくなった小学生を

対象に、火の原理について学ぶことを目的とし

て「防火防災アカデミー」を瀬戸市危険物安全

協会と共催しました。 

 講師による防火セミナーや実験ブース・水消

火器ブース・火起こし体験ブースなどを行い、

「火の便利さ・怖さ」、「正しい火の使用方法」

等を多くの小学生に伝えることができました。 

 

４ 瀬戸市消防団公式キャラクター就任 

 令和元年に、瀬戸市消防団応援サポーターで

瀬戸市出身の漫画家としてもご活躍中の中島み

るく先生ご協力の下、２人の消防団員のキャラ

クターが誕生しました。 

今年度、先生に名前を付けていただいたこと

で瀬戸市消防団のイメージキャラクターに就任

しました。 

 今後は、消防団公式ＳＮＳ等を通して活躍を

予定しています。 

おりべ くん きせと ちゃん 
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